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報告(Note)

神奈川県における大気中微小粒子の経年的動向

小山恒人

（大気環境部）

Annual trend of ambient fine particles in Kanagawa Prefecture

Tsuneto KOYAMA
(Air Quality Division)

：微小粒子，トレンド，環境基準適合率，硫酸イオンキ－ワ－ド

１ ．は じ め に

大 気 中 の 粒 子 状 物 質 の 中 で も 特 に デ ィ －

ゼ ル 排 気 粒 子 や 二 次 生 成 粒 子 が 主 体 と な る

微 小 粒 子 に つ い て は ， 従 来 か ら ， 呼 吸 器 系

へ の 影 響 （ 粒 径 が 小 さ い ほ ど 深 部 に 沈 着 す

る ） が 大 き い こ と ， ま た ， 主 と し て 人 為1 2) )

起 源 で あ る こ と か ら そ の削 減 対 策 が重3 5)～ )

要 な課 題 と な っ て い る 。

米 国 で は ， 最 近 に お け る 微 小 粒 子 の 環 境

濃 度 と 健 康 影 響 に か か わ る 疫 学 的 な 調 査 等

の 結 果 を も と に ， 粒 子 状 物 質 の 環 境 大 気 質

基 準 が 年 に 改 正 さ れ ， こ れ ま で の 粗1997
大 粒 子 を 含む 粒 径 μ 以 下の 粒 子 (以 下10 m

） に 加 え ， 生 成 機 構 や 組 成 の 異 な るPM10
微 小 粒 子 に 焦 点 を あ て た 粒 径 μ 以 下2.5 m
の 粒 子 （ 以 下 ） を 指 標 と す る 基 準 がPM2.5
新 たに 設 定さ れ た 。６ )

神 奈 川 県 内 に お け る 大 気 中 微 小 粒 子 濃 度

は こ こ 数 年 ， ゆ る や か な 減 少 傾 向 を 示 し て

い た が ， 年 度 以 降 ， 今 ま で に な い 変 化1999
が 現 れ た 。 年 度 の 夏 期 は 近 年 に な い 低1999
い 濃 度 が 観 測 さ れ ， 冬 期 に も 例 年 の よ う な

2000濃 度 上 昇 が 見 ら れ な か っ た 。 そ の 後 ，

年 7月 以 降 に は 三 宅 島 の噴 火 が続 い た た め ，7)

火 山 性 ガ ス の 移 流 に 伴 う 二 次 粒 子 の 生 成 に

よ り 微 小 粒 子 濃 度 の増 加 が懸 念 さ れ た 。

こ う し た 微 小 粒 子 の 濃 度 変 化 に つ い て ，

県 内 の 浮 遊 粒 子 状 物 質 （ 以 下 ） 常 時 監SPM
視 測 定 デ － タ や 環 境 基 準 の 長 期 的 評SPM
価 以 下 環 境 基 準 の 適 合 率 と の 関 連 性 な ど( )
を 調 べ ， 年 度 の 減 少 要 因 及 び 経 年 的 な1999
ト レ ン ド に つ い て 検 討 し た の で 報 告 す る 。

２ ． 方法

平 塚 市 環 境 科 学 セ ン タ － 屋 上 を 観 測 地( )
点 と し て 年 度 か ら 年 度 ま で ， ア1994 2001
ン ダ － セ ン サ ン プ ラ － （ 慣 性 衝 突 を 利 用 し

て 粒 子 状 物 質 を 分 級 捕 集 す る ） に よ り 微 小

粒 子 を 採 取 し た 。 サ ン プ リ ン グ は 月 ～ 金 ，

金 ～ 月 の 期 間 毎 に 連 続 し て 実 施 し た 。 使 用

し た ア ン ダ － セ ン サ ン プ ラ － は 段 構 成 を 三

段 と し て 3粒 径 範 囲 別 (粒 径 μ 以 上 の11 m
粒 子 ， 粒 径 ～ μ の 粒 子 (以 下 粗 大2.1 11 m
粒 子 )， 粒 径 μ 以 下 の 粒 子 (以 下 微 小2.1 m
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粒 子 )に 粒 子 状 物 質 を 分 級 捕 集 し た 。 ま た ，

1999 1 PM2.5年 の 夏 期 ヶ 月 間 に つ い て は ，

連 続 測 定 器 (フ ィ ル タ － 振 動 法 ) にTEOM 8 )

よ る同 時 観 測 を 行っ た 。

微 小 粒 子 を 捕 集 し た ろ 紙 （ 石 英 繊 維 ） は

秤 量 後 ， 扇 型 に 分 割 し て 分 析 試 料 と し た。

各 年 度 の 試 料 に つ い て 硫 酸 イ オ ン （ )SO4
2-

を イ オ ン ク ロ マ ト グ ラ フ ィ － に よ り 分 析 し

た 。 年 度 の 試 料 に つ い て は ， イ オ ン 成1999
分 ( ， ， )分 析 と 共 に ， コ －Cl NO NH CHN- - +

3 4

ダ －（ 熱 分 離 法 ， 気 流 中 ℃ で 有 機 炭He 600
素 と 元 素 状 炭 素 を 分 離 ） に よ る 炭 素 成 分 分

析 を加 え 行っ た 。

常 時 監 視 デ － タ は ， 一 般 環 境 大 気 測 定 局

(こ の 8年 間 で 測 定 局 は 局 か ら 局 へ 増52 57
設 さ れ て い る ， 以 下 一 般 局 )及 び 自 動 車 排

出 ガ ス 測 定 局 (同 様 に 局 か ら 局 へ 増20 30
設 ， 以 下 自 排 局 ） の デ － タ を ま と め た 各 年

度 の ｢神 奈 川 の 大 気 汚 染 ｣ か ら 引 用 し た。９ ）

観 測 地 点 は ， 神 奈 川 県 南 部 の 相 模 川 下 流

域 の 相 模 湾 か ら北 に 程 入 った 平 塚 市の4km
東 部 に 位 置 す る 。 大 気 環 境 は ， 程 離800m
れ た 測 定 局 の デ － タ を 参 考 と す る と 8年 間

の 調 査 期 間 中 は ， の 年 平 均 値 は ～SPM 31
μ で ， 県 内 の 測 定 局 順 位 で は 位43 m 40g/ 3

程 で推 移 し て い た。

３ ．結 果

３ ．１ 微 小 粒 子 濃 度 の経 年 変 化

に 微 小 粒 子 期 間 濃 度 の 経 年 変 化 を 示図 １

( (7 8 ) (11 12し た 図 中に は 夏期 ～ 月 と 冬期 ～

月 の 平 均 値 も 示 し た 。 に は ， 微 小 粒) ) 表 １

子 と 粗 大 粒 子 の 年 度 別 平 均 (加 重 平 均 )濃 度

を 示 し た 。 各 年 度 と も 夏 期 に 低 い 濃 度 が，

冬 期 に 高 い 濃 度 が 観 測 さ れ る 変 化 パ タ － ン

と な っ て い た 。 年 度 は 冬 期 に 濃 度 が 大1994
き く 上 昇 し ， 年 度 の 冬 期 に は 濃 度 は わ1995

1996 1998ず か に 上 昇 し た だ け で あ っ た 。 ～

年 度 は 毎 年 よ く 似 た 変 化 パ タ － ン で あ り，

平 均 濃 度 は 夏 期 ,冬 期 そ れ ぞ れ 同 程 度 で あ

っ た 。 年 度 は 夏 期 の 濃 度 上 昇 が ほ と ん1999
ど み ら れ ず ， 冬 期 の 濃 度 上 昇 の 幅 は 他 年 度

と 比 べ 小 さ か っ た 。 ， 年 度 夏 期 に2000 2001
は 濃 度 は 上 昇 し て い る が ， 冬 期 の 濃 度 上 昇

幅 は 更に 小 さ く な っ た 。

微 小 粒 子 と 粗 大 粒 子 を 合 わ せ た 粒 子 状 物

質 （ 以 下 全 粒 子 ） に 対 す る 微 小 粒 子 の 割 合

は 年 間で ～ ％ の 範 囲に あ っ た 。60 66
に ， 年 夏 期 ヵ 月 間 の 微 小 粒 子図 ２ 1999 1

の 期 間 濃 度 と に よ る 濃 度 の 1時TEOM PM2.5
間 値 に よ る 濃 度 変 化 を 示 し た 。 図 １ と あ わ

せ て み る と ， 年 度 は 例 年 に な く 低 い 濃1999
度 で 推 移 し て お り ，特 に 月 後 半 か ら 月7 8
前 半 に か け て は 経 時 的 に も 濃 度 上 昇 の な か

っ た こ と が 明ら か で あ っ た。

３ ． ２ Ｓ Ｐ Ｍ の 環 境 基 準 適 合 状 況

～ 年 度 の 県内 に お け る 環 境 基 準1991 2001
の 適 合 状 況 を に 示 し た 。 年 度 以 前図 ３ 1991
の 年 度 か ら 図 ３ 中 の 年 度 ま で の1970 1994
一 般 局 の 適 合 率 は ％ を 下 回 っ て お り ，20
全 国 平 均 ( ～ ％ 程 度 )と 比 べ ,著し く 低60 70
い 水 準 で 推 移 し て い た 。 そ の 後 年 度1998
ま で ,一 般 局 の 適 合 率 は 緩 や か な 増 加 傾 向

で あ り ,自 排 局 で は 横 ば い の 傾 向 で あ っ た

が , 年 度 に は 一 般 局 ,自 排 局 と も 著 し く1999
上 昇 し た 。 年 度 は 年 度 ま で と2000,2001 1998

表１ 微小粒子及び粗大粒子濃度の推移（期間平均値μ ）g/m3

1994 1995 1196 1997 1998 1999 2000 2001年度

39.1 33.3 31.5 30.7 31.5 25.5 25.3 24.7微小粒子(年間)

36.6 33.6 23.7 24.2 25.1 14.3 21.5 21.6(夏期)

53.3 40.5 45.1 42.7 42.4 37.1 31.9 28.3(冬期)

19.9 18.9 17.9 16.5 18.4 15.0 16.9 15.7粗大粒子(年間)

/ % 66.3 63.8 63.8 65.0 63.1 63.0 60.0 61.1微小 全粒子(年間 )
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比 べ る と 高 い 適 合 率 で は あ る が ,一 般 局 ,自

排 局 と も 年 度 に 比 べ ,急 激 に 下 降 し た 。1999

３ ． ３ Ｓ Ｐ Ｍ 環 境 基 準 の 適 合 率 と 年 平 均

値 の関 係

微 小 粒 子 測 定 デ － タ と 県 内 の 一 般 局 全 局

図 ４に お け る 常 監 デ － タ の 平 均 値 をSPM
に 示 し た 。 両 者 は 年 度 か ら 年 度1998 1999
に か け て 濃 度 減 少 が 大 き い な ど ， 対 応 し た

経 年 変 化 を 示 し て お り ， 相 関 ( )r=0.940,n=8
が 良 く ， に 対 す る 微 小 粒 子 の 濃 度 比 はSPM

～ で あ っ た 。0.72 0.89
次 に 微 小 粒 子 及 び の 濃 度 に つ い てSPM

環 境 基 準 適 合 率 と の 関 係 を 調 べ た 。 は図 ５

県 内 の 各 年 度 の 一 般 局 の 環 境 基 準 適 合 率 と

の 年 平 均 値 ～ 年 度 ， 微 小 粒SPM (1991 2001 )
子 の 年 平 均 濃 度 ～ 年 度 の 関 係 を(1994 2001 )
示 し た も の で あ り ， い づ れ も 対 応 が よ い。

得 ら れ た 回 帰 直 線 か ら 環 境 基 準 の 適 合 率

％ に 対 応 す る 年 平 均 値 目 標 値 を 求 め100 ( )
SPM 29 /m 21る と で は μ ， 微 小 粒 子 で はg 3

μ と な っ た。 今 回の 平 塚に お け る 微小g/m3

粒 子 の 年 平 均 濃 度 は ， 県 内 の 一 般 局 全 局 に

お け る 環 境 基 準 の 適 合 状 況 を 判 断 す る た め

の 目安 に な る も の と 考 え ら れ た。

環 境 基 準 の 適 合 評 価 は ， の 年 平 均 値SPM
で は な く ， 日 平 均 値 の 年 間 ％ 除 外 値 によ2

1989る と 定 め ら れ て い る が ， 県 内 全 局 の

～ 年 度 の 年 平 均 値 と 日 平 均 ％1993 SPM 2
除 外 値 と の 関 係 か ら 求 め た 環 境 基 準 の 日 平

均 値 の ％ 除 外 値 （ )に 対 応 す る年2 0.10mg/m3

平 均 値 は （ μ ） 程 度 に 相 当0.03mg/m 30 /m3 3g
し て い た (神 奈 川 県 公 害 防 止 推 進 協 議 会 ) 。10)

こ の 環 境 基 準 の 評 価 値 を 満 足 す る た め の

SPM 100年 平 均 値 は 図 ５ の 環 境 基 準 適 合 率

％ に 対 応 す る 年 平 均 値 と よ く 一 致 しSPM
て お り ， の 低 減 に 向 け た 予 測 モ デ ル 等SPM
を 展 開 す る 上 で ， 年 平 均 値 に よ る 目 標 値 を

設 定 し実 施 す る こ と の 妥 当 性 が 確認 さ れ た 。

３ ． ４ 光 化 学 ｽﾓ ｯ ｸ ﾞ注 意 報 発 令 日 数 と 微

小 粒 子 濃 度 の経 年 変 化

年 度 の 微 小 粒 子 の 年 平 均 濃 度 は 以 前1999
に 比 べ 明 ら か に 低 下 し ， 環 境 基 準 適 合 率 も

上 昇 ・ 改 善 が み ら れ た が ， 表 １ に 示 し た よ

う に 夏 期 に お け る 濃 度 減 少 が 大 き く 影 響 し

て い る 。 通 常 ， 夏 期 で は 大 気 の 活 性 化 （ 光

化 学 反 応 な ど ） に よ り ガ ス 状 汚 染 物 質 が 前

駆 物 質 と な り 二 次 生 成 粒 子 が 生 成 さ れ る 。

で は ， 県 内 に お け る 光 化 学 ｽﾓ ｯ ｸ ﾞ注 意図 ６
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報 発 令 日 数 と 微 小 粒 子 の 夏 期 及 び 年 間 の 平

均 濃 度 を 経 年 的 に 比 較 し た 。 微 小 粒 子 は 発

令 日 数 が 日 を 超 え た ， 年 度 に10 1994 1995
は 夏 期 濃 度 が 高 く ， 年 平 均 濃 度 と 同 程 度 の

値 と な っ て い た 。 ～ 年 度 の発 令 日1996 1999
数 は 日 以 下 で 推 移 し て お り ， 年 間 濃 度10
に 比 べ ， 夏 期 濃 度 が 低 め と な る パ タ － ン で

あ り ， 発 令 日 数 の 減 少 し た 年 度 で は1999
年 間 及 び 夏 期 と も 濃 度 減 少 が 大 き い 。 ，2000

年 度 は 年 度 と比 べ ，年 間 濃 度 は同2001 1999
程 度 で あ る の に 対 し て ， 夏 期 濃 度 及 び 発 令

日 数は 増 加し て い た 。

３ ． ５ 微 小 粒 子 中 の 濃 度 の 経 年 変 化SO 4
2 -

二 次 生 成 粒 子 は窒 素 酸 化 物 ，硫 黄 酸 化 物 ，

塩 化 水 素 な ど の ガ ス 状 汚 染 物 質 の 一 部 が 酸

の 過 程 を 経 て 生 成 さ れ る 。 夏 期 の 粒 子 化 過

程 と し て ， 高 温 条 件 の も と で は ， 硝 酸 や 塩

化 水 素 か ら 形 成 さ れ る ア ン モ ニ ウ ム 塩 は 気

相 へ の 解 離 圧 が 大 き い た め ， 粒 子 化 せ ず ガ

ス 状 で存 在 する 割 合が 高 く な る の に 対 して ，

硫 酸 は 蒸 気 圧 が 低 く 凝 縮 し て 硫 酸 ミ ス ト ，

ア ン モ ニ ウ ム 塩 粒 子 と し て 存 在 す る こ と が

知 ら れ て い る 。5 )

に は 各 年 度 に お け る 微 小 粒 子 中 の図 ７

に つ い て 年 間 ， 夏 期 の 平 均 濃 度 及 び 平SO4
2-

均 含 有 率 を 示 し た 。 濃 度 は 年 度 をSO 19994
2-

除 く と 各 年 度 と も 年 間 よ り も 夏 期 が 高 く ，

上 述 の 夏 期 の 粒 子 化 傾 向 を 反 映 し て い る も

の と 考 え ら れ た 。 夏 期 に は が 二 次 生 成SO4
2-

粒 子 の 主 体 と な る が ， 年 度 は 二 次 生 成1999
粒 子 の生 成 が抑 え ら れ た も の と 考え ら れ た 。

夏 期 の 微 小 粒 子 の 高 濃 度 は の 濃 度 増SO4
2-

,SO 2000 8 25加 を 伴っ て お り 濃 度 は 年 の 月4
2-

日 ～ 日 の 期 間 に μ と 今 回 の 測28 28.1 /mg ３

定 期 間 中 最 も 高 い 濃 度 が 測 定 さ れ た が ， こ

の 期 間 に は 関 東 の 広 範 な 地 域 で 二 酸 化 硫 黄

(以下 )の高 い 濃度 が 観測 さ れ て い る 。SO2
7)

従 来 か ら ， 関 東 地 域 で は 東 京 湾 沿 岸 部 か ら

排 出 さ れ た の 汚 染 気 塊 が 海 陸 風 に よ るSO2

吹 き 戻 し な ど に よ り 輸 送 さ れ ， 光 化 学 反 応

な ど の 進 行 と と も に か ら へ の 転換 ，SO SO2 4
2-

二 次 粒 子 の 生 成 促 進 が 行 わ れ ， 高 濃 度 が 出

現 す る 事 例 が 報 告 さ れ て い る 。 今 回 の 場11 )

合 は 三 宅 島 噴 火 に よ り 放 出 さ れ た が 移SO2

流 ， 北 上 し ， 酸 化 反 応 に よ り 一 部 が 二 次 生

成 粒 子 と な り 広 域 的 に 地 上 に 下 降 し た も の

と 考 え ら れ た。

年 月 に 噴 火 し た 三 宅 島 雄 山 は 大 量2000 7
の 火 山 性 ガ ス を 放 出 し 続 け て お り ， こ れ に
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4 2起 因 し て の 前 駆 物 質 と 考 え ら れ るSO SO2-

が 大 量 に 放 出 さ れ て い る こ と が 報 告 さ れ て

い る 。 微 小 粒 子 中 の の 含 有 率 は 三 宅7 2-) SO4

島 噴 火 の あ っ た 年 度 は 年 度 と 比2000 1999
べ 夏期 ， 年間 と も明 ら か に 高 く な っ て い た 。

さ ら に 年 で も こ の 含 有 率 は 高 く ， 今2001
な お 三 宅 島 か ら 放 出 さ れ る の 影 響 を 受SO2

け て い る も の と 考え ら れ る 。

SO 1999微 小 粒 子 中 の の 年 間 含 有 率 は ，4
2-

年 度 ま で は ～ ％ と 一 定 し た 変 化 で あ12 14
る の に 対 し て ，そ れ 以 降 の年 度 で は ％ 程5
度 高 く な っ て い た 。 こ の 変 化 は 今 回 の 観 測

で は ， 前 駆 物 質 で あ る の 発 生 状 況 の 変SO2

化 が 反 映 さ れ て い る と 推 測 さ れ た 。 年 間 含

有 率 は 年 度 ま で は 工 場 等 の 人 為 的 な1999
発 生 源 か ら の 影 響 に 変 化 が 少 な く ， 地 域 に

固 有 的 な 値 と な っ て い る と 考 え ら れ る の に

対 し て ， 年 度 で は 新 た に 三 宅 島 噴 火 に2000
よ る 自 然 界 か ら の 影 響 が 加 わ っ た た め 高 く

な っ た と 考え ら れ た 。

３ ．６ 1999年 度の 微 小 粒 子 組 成

微 小 粒 子 は ， イ オ ン 成 分 と 炭 素 成 分 が 主

要 な 構 成 成 分 と な っ て い た 。 種 の 陰 イ オ3
ン の 大 部 分 は ア ン モ ニ ウ ム 塩 を 形 成 （ 年 間

を 通 じ ， よ く 一 致 し た イ オ ン バ ラ ン ス が 得

ら れ ） し て お り ， こ れ ら の ア ン モ ニ ウ ム 塩

が 二 次 生 成 粒 子 と 考 え ら れ る 。 炭 素 成 分 は

炭 化 水 素 な ど か ら 生 成 さ れ る 有 機 炭 素 と デ

ィ － ゼ ル 車 黒 煙 の 指 標 成 分 と し て 注 目 さ れ

る 元 素 状 炭 素 で あ る 。

に ， 二 次 生 成 粒 子 ( 微 小 粒 子 中 の図 ８

， ， 及 び 実 測 値 )と 炭 素 成 分SO NO Cl NH4 3 4
2- - - +

（ 有 機 炭 素 ， 元 素 状 炭 素 ） の 濃 度 変 化 を 月

平 均 値 に よ り 示 し た 。 二 次 生 成 粒 子 濃 度 は

～ 月 に 年 間 値 よ り も 低 く， 炭 素 成 分 濃6 10
度 は 月 か ら 上 昇 す る 濃 度 変 化 を 示 し た 。10
微 小 粒 子 中 へ の 含 有 率 の 変 動 幅 は 小 さ く ，

年 間 を 平 均 す る と 二 次 生 成 粒 子 が ％ ，37
有 機 炭 素 が ％ ， 元 素 状 炭 素 が ％ を 占9 24
め て い た 。

年 度 夏 期 の 微 小 粒 子 濃 度 は ， 前 年 度1999
と 比 べ ほ ぼ 半 減 し た が ， 図 ７ ８ か ら 明 ら,
か な よ う に ， 二 次 生 成 粒 子 の 濃 度 が 低 下 し

た た め で あ る 。 に 各 年 度 の 夏 期 に お け図 ９

る 風 速 と オ キ シ ダ ン ト 濃 度 を 月 の 月 間7,8
値 の 平 均 値 に よ り 示 し た 。 な お ， 主 風 向 は

年 月 が ， 年 月 が で あ1996 8 ENE 2001 8 NNE
っ た 他は 何 れも あ る い は で あ っ た 。SW SSW

年 夏 期 は 例 年 と 比 べ ， 南 か ら 風 を 強 く1999
受 け る な ど の 気 象 状 況 で あ り ， オ キ シ ダ ン

ト 濃 度 も 低 く ， 光 化 学 大 気 汚 染 物 質 で も あ

る 二 次 粒 子 の 生 成 が 抑 え ら れ た も の と 考 え

ら れ た 。12)

は ， 各 年 度 の 夏 期 に お け る 風 速 と図 1 0

及 び 微 小 粒 子 濃 度 の 関 係 を 示 し た も のSPM
で あ る ｡ 年 の 風 速 の 増 加 に 伴 う ，1999 SPM
微 小 粒 子 の 濃 度 低 下 の 状 況 を は じ め と し て

風 速 と 及 び 微 小 粒 子 濃 度 の 負 の 関 連SPM
性 が 認 め ら れ た 。

.
４ ． ま と め

神 奈 川 県 内 の 定 点 に お い て 年 度 か1994
ら 年 度 ま で ， ア ン ダ － セ ン サ ン プ ラ2001
－ に よ り 微 小 粒 子 濃 度 の 測 定 を 行 い ， 濃 度

変 化 の 傾 向 ， 県 内 の 環 境 基 準 適 合 率 と の 件

連 性 な ど を 検 討 し ， 微 小 粒 子 の 年 度1999
に お け る 濃 度 減 少 な ど 経 年 的 な 濃 度 変 化 の

特 徴 を 明 ら か に し た 。 そ の 結 果 は 以 下 の と

お り で あ る 。
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( )微 小 粒 子 濃 度 は 各 年 度 と も 夏 期 に 低 く ，1
冬 期 に 高 く な る パ タ － ン を 示 し て い た 。 経

年 的 な ト レ ン ド は 年 間 及 び 冬 期 で は ， ゆ る

や か な 減 少 傾 向 で あ っ た 。 一 方 ， 夏 期 で は

こ こ 数 年 ， 濃 度 変 化 が 大 き く ， 年 度 か1998
ら 年 度 に か け て は 濃 度が ほ ぼ半 減 し，1999

年 度 で は 年 度 の 濃 度 レ ベ ル に2000,2001 1998
戻 った 。

( )微 小 粒 子 の 年 間 平 均 濃 度 は ， 年 度2 1998
迄 と 比 べ 年 度 で 大 き く 減 少 し た が，1999
夏 期 に ， 例 年 ， 光 化 学 反 応 な ど に よ り 促 進

さ れ る 二 次 生 成 粒 子 の 生 成 が 南 か ら の 強 い

風 な ど の 影 響 に よ り 著 し く 抑 え ら れ ， 低 い

濃 度で 推 移し た た め と 考え ら れ た 。

( ) 年 度 の 微 小 粒 子 中の の 含有3 2000,2001 SO4
2-

率 は， 三 宅 島 噴 火 ( 年 月 )以 降 ，夏 期 ，2000 7
年 間 と も 以 前 と 比 べ 明 ら か に 高 く な っ て お

り ， 今 な お 三 宅 島 か ら 放 出 さ れ る の 影SO2

響 を受 け て い る も の と 考え ら れ た 。

( )県 内 に お け る 環 境 基 準 の 適 合 率 ％4 100
に 対応 す る年 平 均 値 は ， で は μ ，SPM 29 /mg 3

微 小 粒 子 では μ と 求 め ら れ た 。21 /mg 3

( )継 続 し た 定 点 観 測 に よ る 微 小 粒 子 の 濃5
度 及 び 成 分 組 成 は ， 県 内 の 大 気 汚 染 の 状 況

を 評価 す る た め に も 重 要で あ る。

今 回 の 結 果 か ら も 明 ら か な よ う に ， 大 気

中 微 小 粒 子 の 濃 度 は 経 年 的 に は 減 少 傾 向 で

は あ る が ， デ ィ － ゼ ル 排 気 粒 子 や 二 次 生 成

粒 子 が 主 体 と な る た め ， 今 後 の 確 か な 低 減

の た め に は ， 粒 子 組 成 デ － タ や 発 生 源 デ －

タ な ど の 情 報 に よ り 環 境 汚 染 の 適 切 な 評 価

が 必要 で あ る 。
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